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2015年03月09日 米国の雇用統計（2015年2月） 雇用者数は予想を上回る伸びに 
2015年02月27日 イエレン、「議会証言」で利上げ地ならし（米国） 

2015年3月10日 

■米国のS&Pダウ・ジョーンズ・インディシーズ社
（S&Pダウ）は6日、AT&Tに替えてアップルをNY
ダウの構成銘柄に加えると発表しました。3月
19日の取引から指数に反映されます。NYダウの
銘柄入れ替えは、2013年9月に、ゴールドマン・
サックス、ビザ、ナイキの3銘柄が追加されて以
来です。 

■また同日から、すでに公表済みのビザの株式分
割（1株を4株に分割）も反映されます。 

アップルがNYダウ構成銘柄に 

■S&Pダウ指数委員会のブリッツァー委員長は、発
表文で「アップルは、最も認知された株価指数に
とって明確な選択だ」と述べました。NYダウへの
採用は数値基準によらず、その企業が優れた評
判を有し、持続的な成長を示し、多数の投資家に
よって保有されている場合に限るとされています。 

「情報技術」のウエイトは低下 

電気通信サービスは1銘柄に 

NYダウは利益の成長に沿って上昇の見込み 

■個別銘柄に関する中長期的な利益成長率の市
場予想を見ると、AT&Tが年率5.3％に対してアッ
プルは、同14.6％です。今回の入れ替えにより、
NYダウ全体としても利益の成長性が向上するこ
とになります。NYダウは、利益の成長に沿って上
昇することが期待されます。 

（注）NYダウは2000年1月7日～2015年3月6日の週次。純利益は2000年～2017年 
   の年次。NYダウベースの1株あたり純利益。予想はBloomberg L.P.による。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

（注）2015年3月6日の終値を基に試算。 
   四捨五入の関係で、合計が100％とならない場合があります。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

アップルとAT&Tを入れ換え 
ビザの株式分割と同時 

■NYダウは株価平均指数として知られ、値がさ株
のウエイトが大きくなる傾向にあります。今回の
入れ替えは、「情報技術」セクターへの追加にな
りますが、値がさ株のビザ（情報技術）の株式分
割により、アップル追加後でも「情報技術」のウエ
イトは低下する見込みです。なおアップルについ
ても、以前は値がさ株として知られていましたが、
昨年6月に1株あたり7株の株式分割を行ったこと
で、NYダウへの採用が取りざたされていました。 

■電気通信サービスは、AT&Tの除外によりベライ
ゾン1銘柄となり、ウエイトは最小になります。 

純利益(左軸)
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（米ドル） 【NYダウと純利益の推移】

(年)

（米ドル）

NYダウ（右軸）

15年以降

は予想。

業　種
入れ替え

前
入れ替え

後

資本財･サービス 19.5 20 .3

情報技術 19.1 17 .1

金　融 15.6 16 .2

一般消費財･サービス 14.8 15 .4

ヘルスケア 10.9 11 .4

生活必需品 7.4 7 .7

エネルギー 6.8 7 .1

素　材 2.8 2 .9

電気通信サービス 2.9 1 .8

合　計 100 .0 100 .0

【NYダウ　銘柄入れ替え前後の業種ウエイト（％）】

（注）個別企業に言及していますが、当該銘柄を推奨するものではありません。 
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